
う声があがっているほどです。
　また、その防衛費増額の財源をどう手当てするのかも不透明で
す。自民党内では国債を発行して充てるべきとの意見が強固です
が、「戦時国債」発行で軍備拡張を推し進めた過去の過ちを繰り返
すべきではありません。財源を国債に頼るようなら、しわ寄せは将
来にわたって子どもたちに及ぶことになります。
　平和は、緻密で冷静な外交努力と市民レベルでの文化・教育・経
済交流の継続によってつくるべきであり、軍事拡充に頼らない方
法で国際紛争を未然に防ぐことこそが政治の仕事であると、生活
者ネットワークは主張します。予算増は、コロナで疲弊し、格差と
貧困に苦しむ国民に寄り添った政策にこそまわすべきです。
　対GDP比2％を実現するために、ほかの経費を減らしてでも防
衛費を増やすという方針は到底納得できるものではなく、ここに
強く抗議するものです。
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　政府は6月7日、経済財政運営の指針「骨太の方針」を閣議決定
し、防衛力を5年以内に抜本的に強化する方針を明記しました。防
衛費を国内総生産（GDP）比２％程度に増額することを念頭に置い
たもので、防衛力強化の理由には、ロシアのウクライナ侵攻などに
より、北大西洋条約機構（NATO）加盟国が国防費の目標としている
GDP比２％以上を例示しています。
　2022 年度の国家予算において防衛費は約 5.4 兆円で GDP 比は
１％弱。これを２％に増やすと年 5兆円以上の新たな増額が必要
になります。少子化対策費が4.4兆円、生活保護給付などに充てる
生活扶助等社会福祉費が 4.8兆円というなか、それらに匹敵する
規模の増額をしないと、対GDP比で2％には達しないということ
です。
　すでに、現在の日本の防衛費は世界で9位ですが、倍増して2％
とすればアメリカ、中国に次ぐ世界3位となります。一方、現状で教
育費は先進国中で最下位、また国民一人当たりの賃金時給も低迷
状態が続いています。
　そもそも、日本の防衛費を、相互防衛義務を負うNATO加盟国と
同列に扱う合理性があるのか、平和維持のために日本が果たすべ
き役割は何かの国民的議論がないままに、岸田首相がいち早く軍
備拡充を表明し、閣議決定した乱暴さに危惧を覚えます。
　政権の方針に対しては、与党自民党の中からも「現行憲法下で、
わが国の自衛権は必要で最小限でなければならず、最初に金額目
標があり、そこに届くまでどんどん買い足していくような乱暴な
やり方は、日本の防衛力整備のあり方としてふさわしくない」とい

ス
が
23
ケ
ー
ス
中
11
も
あ
っ
た
。過
度
な

負
担
が
集
中
し
た
ま
ま
、
社
会
参
加
も

休
息
も
ま
ま
な
ら
な
い
ケ
ア
ラ
ー
に
対

し
て
は
、気
兼
ね
な
く
使
え
る
レ
ス
パ
イ

ト
制
度
や
家
事
支
援
の
ほ
か
、緊
急
時
の

支
援
制
度
が
不
可
欠
だ
。

ケ
ア
ラ
ー
支
援
条
例
を
制
定

し
よ
う

　

ケ
ア
の
負
担
感
に
対
し
、
ケ
ア
ラ
ー

自
身
の
繰
り
出
す
言
葉
と
、
調
査
員
が

感
じ
た
印
象
と
が
必
ず
し
も
一
致
し
な

い
点
も
特
徴
的
だ
っ
た
。睡
眠
を
削
り
、

身
体
を
壊
し
、
は
た
か
ら
見
て
過
酷
な

状
況
で
あ
っ
て
も
、
ケ
ア
ラ
ー
自
身
が

そ
の
こ
と
に
無
自
覚
で
あ
る
場
合
は
少

な
く
な
い
。第
三
者
に
よ
る
ア
セ
ス
メ
ン

ト
や
健
康
診
断
な
ど
の
機
会
創
出
も
重

要
だ
ろ
う
。

　

家
族
を
思
う
気
持
ち
が
あ
る
か
ら
こ

そ
、
自
分
の
人
生
を
後
回
し
に
し
が
ち

な
ケ
ア
ラ
ー
に
対
し
、「
あ
な
た
の
人
生

も
大
事
。ど
う
す
れ
ば
い
い
か
一
緒
に
考

え
よ
う
」
と
誰
か
が
手
を
伸
ば
し
て
く

れ
る
社
会
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。そ
の
理
念
を
共
通
項
と
す
る
た
め

に
も
、
ケ
ア
ラ
ー
支
援
の
制
度
化
は
喫

緊
の
課
題
だ
。

西
東
京
・
生
活
者
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
市
議
会
議
員

か
と
う
涼
子

る
市
民
と
議
員
。延
べ
23
人
の
多
様
な
ケ

ア
ラ
ー
か
ら「
ケ
ア
ラ
ー
本
人
に
関
す
る

こ
と
」「
ケ
ア
対
象
者
の
続
柄
」「
ケ
ア

の
内
容
」「
利
用
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
」

「
健
康
状
態
や
不
安
」
な
ど
に
つ
い
て
具

体
的
な
聞
き
取
り
を
行
っ
た
。

多
重
ケ
ア
・
連
続
ケ
ア
と
い
う

現
実
―
―
調
査
か
ら
見
え
て

き
た
こ
と

　

ケ
ア
が
始
ま
っ
た
経
緯
は
さ
ま
ざ
ま

だ
が
、「
同
居
し
て
い
た
の
で
介
護
は
当

然
と
考
え
た
」な
ど
、
同
居
家
族
が
引
き

受
け
る
ケ
ー
ス
の
ほ
か
、「
シ
ン
グ
ル
で

子
ど
も
が
い
な
い
」「
近
く
に
住
ん
で
い

た
」「
退
職
し
て
い
た
」な
ど
、
ほ
か
の
家

族
よ
り
都
合
が
つ
く
と
の
理
由
で
、
主
た

る
ケ
ア
者
に
な
る
ケ
ー
ス
が
目
立
っ
た
。

　

目
を
惹
い
た
の
は
、
い
っ
た
ん
ケ
ア
を

引
き
受
け
た
人
が
、複
数
の
人
を
複
数
回

に
わ
た
り
世
話
す
る
ケ
ー
ス
の
多
さ
だ
。

「
父
の
介
護
を
担
う
母
が
脳
梗
塞
で
倒

れ
、
娘
が
二
人
を
同
時
介
護
」「
う
つ
病

の
実
母
を
自
宅
に
引
き
取
っ
た
後
、夫
が

脳
梗
塞
に
」「
重
度
重
複
脳
性
ま
ひ
の
息

子
を
、二
世
帯
同
居
の
両
親
と
と
も
に
看

て
い
た
が
、父
が
認
知
症
を
発
症
」な
ど
、

多
重
・
連
続
ケ
ア
が
長
期
に
わ
た
る
ケ
ー

当
事
者
の
声
を
政
策
に
つ
な

げ
る

　

埼
玉
県
ケ
ア
ラ
ー
支
援
条
例
の
制
定

（
2
0
2
0
年
３
月
）を
皮
切
り
に
、北
海

道
栗
山
町
、
三
重
県
名
張
市
な
ど
自
治

体
に
よ
る
ケ
ア
ラ
ー
支
援
の
制
度
化
が

進
み
つ
つ
あ
る
。国
も
2
0
2
2
年
度
か

ら
３
年
間
を
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
集
中

取
り
組
み
期
間
と
し
て
、社
会
的
認
知
度

ケ
ア
す
る
人
も
大
切
に
さ
れ
る
社
会
へ

生
活
者
ネ
ッ
ト・ケ
ア
ラ
ー
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
調
査
か
ら

　

ケ
ア
ラ
ー
と
は
、介
護
や
看
病
、療
育
が
必
要
な
家
族
な
ど
を
、日
常
的
に
無
償
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
人
を
指
す

言
葉
だ
。家
族
の
単
位
が
縮
小
し
、
誰
も
が
ケ
ア
ラ
ー
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
今
、
ケ
ア
ラ
ー
が「
私
も
支
え
ら

れ
て
い
る
」と
思
え
る
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
、ど
ん
な
具
体
策
が
必
要
な
の
だ
ろ
う
か
。東
京
・
生
活
者
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
は
、ケ
ア
ラ
ー
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
組
織
。多
重
介
護
、老
々
介
護
、障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
の
ケ
ア
、ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
な
ど
、23
人
の
当
事
者
へ
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
た
。

の
向
上
に
務
め
て
い
る
。

　
「
ひ
と
り
に
し
な
い　

子
育
て
・
介
護
」

を
掲
げ
、
10
年
来
、
ケ
ア
ラ
ー
支
援
に
取

り
組
ん
で
き
た
東
京
・
生
活
者
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
だ
が
、
こ
こ
最
近
の
社
会
情
勢

を
追
い
風
に
、
よ
り
具
体
的
な
支
援
メ

ニ
ュ
ー
の
提
案
に
向
け
、ケ
ア
ラ
ー
当
事

者
の
困
り
ご
と
を
直
接
聞
き
取
り
、制
度

化
に
つ
な
げ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち

上
げ
た
。メ
ン
バ
ー
は
13
自
治
体
か
ら
な

毎月9日の正午から、練馬駅前で、「戦争はしない　原発はいらない」の横断幕をかか
げ、9条スタンディングが取り組まれている（主催：生活者ネット9条の会）

G
D
P
比
で
2
％
以
上
と
す
る

規
模
あ
り
き
の

防
衛
予
算
方
針
に
抗
議
し
ま
す

東京・生活者ネットワーク

■
聞
き
取
り
調
査

目
的
：
ケ
ア
ラ
ー
の
実
態
を
知
り
、支
援
の
ニ
ー

ズ
を
聞
き
取
る
。

実
施
期
間
：
2
0
2
0
年
11
月
～
12
月

方
法
：
対
面
式
に
よ
る
対
話
方
式

■
社
会
資
源
調
査

目
的
：
ケ
ア
ラ
ー
に
提
供
で
き
る
既
存
の
支
援
メ

ニ
ュ
ー
、
社
会
資
源
に
何
が
あ
る
か
を
把
握
す
る
。

実
施
期
間
：
2
0
2
1
年
10
月
～
11
月

対
象
：
杉
並
区
、世
田
谷
区
、練
馬
区
、中
野
区
、

葛
飾
区
、狛
江
市
、清
瀬
市
、西
東
京
市
、調
布
市
、

日
野
市
、小
平
市

ケアラー支援政策提案のための調査プロジェクト報告集会で、プロジェクトリーダーとして報告する、
西東京市議のかとう涼子。4月13日、都庁議会棟会議室

地域ネット

西東京ネット
6月議会報告会
7月14日（木）13：30 ～ 15：00　コミュニティー・
レストラン「木・々（もくもく）」（西東京市保谷
町 6-25-1-101）　報告：西東京市議かとう涼子・
後藤ゆう子　042-453-4121

杉並ネット
お話サロン　考えよう難民のこと
７月16日（土）13：30 ～ 15：30　阿佐谷地域
区民センター第 4・5 集会室（JR 阿佐ヶ谷駅北口
5 分）　講師：天沼耕平さん（国連 UNHCR 協会）
300円　03-5377-5080

清瀬ネット
生活のお困りごと、ご相談ください（毎月第 3日
曜日）
7月17日（日）14：00 ～ 16：00　清瀬・生活者
ネットワーク事務所（清瀬市元町1-7-21クルトー
ア 201）　家計相談員が対応します　042-494-
8720

八王子ネット
政治カフェ
7月21日（木）13：30 ～ 15：30　八王子市北野
事務所２階小会議室 2（京王八王子線北野駅
北口 3 分）　参考本：雑誌「世界 6月号」特集「批
判的野党はなぜ必要か」他　本の紹介：島袋
善弘（ネット会員／山梨県立大学名誉教授）　
042-623-8802

江戸川ネット
ひとみとみつえと井戸端会議（毎月第 3 木曜日）
7月21日（木）20：00 ～　Zoom　江戸川区議
の伊藤ひとみ・本西みつえとZoomでのお話し
会　03-5607-5975

練馬ネット
９条スタンディング（毎月9日）
8月9日（火）12：00 ～ 13：00　練馬駅中央南
口（西武池袋線・都営大江戸線）　主催：生活者
ネット９条の会　03-3993-4899
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条
例
、
さ
ら
に
気
候
危

機
・
温
暖
化
を
止
め
る

た
め
の
、
立
川
か
ら
始

め
る
取
り
組
み
な
ど
の

政
策
を
市
内
各
所
で
訴

え
た
1
週
間
で
し
た
。

　

議
員
が
い
な
い
期
間

も
、
市
政
や
市
民
生
活

に
関
わ
る
調
査
活
動

や
、立
川
・
生
活
者
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
活
動
報
告

を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、

今
後
は
市
民
の
信
託
で
獲
得
し
た
、
あ
べ
み

さ
の
議
席
を
有
効
に
使
い
「
大
事
な
こ
と
は

市
民
が
決
め
る
」
立
川
の
ま
ち
づ
く
り
を
め

ざ
し
て
、
市
民
参
画
を
進
め
て
い
き
ま
す
。　

立
川
・
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
こ
れ
か
ら
の

活
動
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

立
川
・
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表
／

元
市
議
会
議
員
　
坂
下
か
す
み

　

6
月
19
日
投
票
で
行
わ
れ
た
立
川
市

議
会
議
員
選
挙
に
、立
川
・
生
活
者
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
は
、
新
人
の
あ
べ
み
さ
を
擁

立
、
１
５
６
４
票
を
獲
得
し
て
当
選
し
、

4
年
前
に
失
っ
た
市
民
の
議
席
を
奪
回

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

新
人　

あ
べ
み
さ
（
阿
部
美
砂
）
が
当
選

し
、
2
0
1
8
年
に
失
っ
た
立
川
・
生
活
者

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
市
民
の
議
席
を
取
り
戻
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

国
政
政
党
が
擁
立
し
た
新
人
の
女
性
候
補

が
多
く
、
た
い
へ
ん
厳
し
い
選
挙
で
し
た
が
、

あ
べ
み
さ
は
、「
ひ
と
り
に
し
な
い　

子
育
て
・

介
護
」を
掲
げ
、
共
に
生
き
る　

支
え
合
う
ま

ち
立
川
を
！
と
誠
実
に
、
実
直
に
訴
え
ま
し

た
。介
護
す
る
人
を
支

え
る
条
例
、子
ど

も
の
さ
ま
ざ

ま
な
問
題

や
若
者
の

生
き
づ
ら

さ
に
対
応

す
る
権
利

　沖縄復帰から50 年となる 5 月15日。生
活者ネットワークの議員らも参加する「平
和・立憲・人権をつなぐ全国自治体議員会
議（略称：平和・立憲会議）」は、「沖縄復帰
から50 年を問う—地域、自治体から平和
を創る—」をテーマに平和集会を開催した

（千代田区の連合会館）。冒頭、共同代表で
沖縄県議会議員の仲村未央さんから届い
た、次のビデオメッセージが流された。
――50年前の1972年５月15日。戦後27年
間もアメリカ統治下にあった沖縄は、当時、
基地のない平和の島を願い、日本に復帰す
れば日本国憲法のもと、基本的人権が守ら
れると思っていた。しかし、50年たっても
何も変わらない。現在、日本国内のアメリカ
軍施設の７割を引き受け、日米地位協定に
よって、米兵による事件が起きても沖縄に
は捜査権も保障されていない。
　今、沖縄の島々には自衛隊の配備が着々
と進むが、米中の緊張が高まれば、軍事拠
点が真っ先に狙われてしまう。辺野古新基
地建設問題では、何回も示された沖縄県民
の「辺野古NO!」の民意は無視され、地方自
治が踏みにじられている。国の姿勢を変え
るには地方の声をもっと大きくするしかな

い。沖縄県議会も全会一致で決議をあげて
いる――
　続いて「新外交イニシアティブ（ND）」代
表の猿田佐世さんが登壇。基調講演で以下
を共有した。
――沖縄の復帰は支配者の首をすげ替え
ただけであり、復帰は日米両政府の暗黙の
了解のもとの「再併合」であった。主な目的
は、基地の維持であった。
　今年になって起きたロシアによるウク
ライナ侵攻。軍備を増強しなくては抑止力
にならないとの主張に対しては、相互不信
からくる軍拡競争は地域のさらなる不安
定化を招き、止まるところを知らなくなる。
今こそ外交提案が重要である。いざ戦争が
始まってしまったら、国民の命が犠牲にな
ることは 77 年前の沖縄戦でも明らかだ。
今、国のために命を捧げるという戦前のよ
うな空気感が国内に漂っている。国民の命
を守らないで国家と言えるだろうか。
　どうやって戦争を終わらせるか。戦争が
続けば命は奪われ続けるのだから、勝ち負
けでなくまずは停戦。そして話し合い。この
仲介こそ平和憲法を掲げる日本が取るべ
き行動なのではないか。武力によらない平
和の構築こそが、国際社会に名誉ある地位
を得ることにつながる――
　2014 年安保法制の強行採決以降、日本
が戦争のできる国になってしまうことに危
機感を持ち、平和憲法の下でこそ政治を行
うべきと考える全国の自治体議員が連帯
して、「自治体議員立憲ネットワーク」を設
立し、生活者ネットワークも会員として参
加。今年３月には活動をより明確化するた
めに「平和・立憲・人権をつなぐ全国自治体
議員会議」と名称を変更した経緯がある。
改称後初の、この日の平和集会を機に、今
後、さらに活動を強化・発展することを確
認し合う場となった。
村上典子（「平和・立憲・人権をつなぐ全国
自治体議員会議」事務局／豊島・生活者
ネットワーク前区議会議員）

　

こ
う
し
た
な
か
で
、
ゲ
ノ
ム
編
集
ト

マ
ト
の
取
り
扱
い
事
業
者
が
、
介
護
福

祉
施
設
や
小
学
校
に
ゲ
ノ
ム
ト
マ
ト

の
苗
を
無
償
提
供
す
る
こ
と
を
発
表
、

市
民
団
体
は
、
各
自
治
体
で
学
校
が
苗

を
受
け
取
ら
な
い
よ
う
働
き
か
け
て

お
り
、
文
書
質
問
で
も
都
の
対
応
を
質

し
ま
し
た
。

同
性
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
、

11
月
１
日
か
ら
導
入

　

人
権
尊
重
条
例
の
改
正
に
よ
っ
て
、

同
性
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
を
創

設
し
ま
し
た
。都
営
住
宅
の
入
居
や
病

院
の
手
続
き
、
子
ど
も
の
名
前
も
併
記

で
き
る
た
め
、
保
育
園
の
送
迎
な
ど
に

同
性
カ
ッ
プ
ル
と
し
て
対
応
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。す
で
に
制
度
の
あ

る
都
内
自
治
体
と
の
相
互
連
携
や
、
民

間
事
業
者
へ
の
理
解
を
進
め
る
な
ど
、

制
度
の
周
知
・
普
及
が
必
要
で
す
。生

活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
こ
れ
ま
で
も
、

当
事
者
参
加
の
議
論
に
よ
る
制
度
づ

く
り
を
求
め
て
き
ま
し
た
。パ
ブ
コ
メ

で
は
8
3
6
3
件
も
の
意
見
が
出
さ

れ
る
な
ど
、
多
く
の
関
心
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。ア
ン
ケ
ー
ト
や
ヒ
ア
リ
ン
グ

だ
け
で
な
く
、
あ
ら
た
め
て
当
事
者
参

加
を
要
望
し
ま
す
。

■　
　
　
　

■

　

問
題
の
多
い
「
都
立
高
校
入
試
へ
の

英
語
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
テ
ス
ト
の
導
入

の
延
期
・
見
直
し
に
関
す
る
請
願
」「
神

宮
外
苑
の
歴
史
的
景
観
と
環
境
の
保

全
を
求
め
る
陳
情
」
は
賛
成
し
ま
し
た

が
否
決
さ
れ
ま
し
た
。 

　

そ
の
ほ
か
、
文
書
質
問
で
は
、
ゲ
ノ

ム
編
集
食
品
の
ほ
か
に
、
1
0
0
0

本
も
の
樹
木
伐
採
で
風
致
地
区
の
精

神
も
な
い
が
し
ろ
に
さ
れ
る
神
宮
外

苑
再
開
発
問
題
、
5
月
に
成
立
し
た

「
困
難
女
性
支
援
法
」を
受
け
、
シ
ェ
ル

タ
ー
な
ど
へ
の
財
政
支
援
を
急
ぐ
よ

う
求
め
、
高
次
脳
機
能
障
が
い
者
へ
の

支
援
を
多
摩
地
域
で
も
拡
充
す
る
こ

と
、
水
道
管
の
不
適
切
塗
料
問
題
な
ど

に
つ
い
て
質
し
ま
し
た
。

都議会第2回定例会から
東京・生活者ネットワーク都議会議員

岩永やす代［国分寺市・国立市］

　

都
議
会
第
2
回
定
例
会
が
6
月
1

日
か
ら
15
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

15
日
の
最
終
本
会
議
で
は
、
手
話
を

言
語
と
し
て
認
め
る
「
手
話
言
語
条

例
」
が
全
会
派
一
致
で
、
議
員
提
案
で

成
立
し
ま
し
た
。条
例
は
、
共
生
社
会

を
実
現
す
る
た
め
、
東
京
都
に
対
し
て

教
育
現
場
や
職
場
へ
の
支
援
や
、
手
話

通
訳
者
の
育
成
を
求
め
て
い
ま
す
。ま

た
、
超
党
派
で
結
成
さ
れ
た
ワ
ー
キ
ン

グ
チ
ー
ム
で
は
、
今
後
、
全
て
の
障
が

い
者
が
健
常
者
と
同
じ
情
報
を
受
け

取
れ
る
よ
う
に
す
る
「
情
報
・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
条
例
」
の
制
定
を
め
ざ

し
ま
す
。

ゲ
ノ
ム
ト
マ
ト
の
苗
配
布
を
ス

ト
ッ
プ

　

日
本
で
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
応
用
食

品
の
流
通
が
始
ま
り
ま
し
た
。高
ギ
ャ

バ
ト
マ
ト
、
太
っ
た
マ
ダ
イ
、
成
長
の

早
い
ト
ラ
フ
グ
の
3
種
類
で
す
。ゲ
ノ

ム
編
集
技
術
は
、
生
物
の
遺
伝
情
報
を

改
変
す
る
も
の
で
、
消
費
者
の
安
全
性

へ
の
懸
念
は
払
し
ょ
く
で
き
て
い
ま

せ
ん
。に
も
拘
わ
ら
ず
、
ゲ
ノ
ム
編
集

食
品
の
表
示
義
務
づ
け
は
実
現
せ
ず
、

消
費
者
が
表
示
を
見
て
選
択
で
き
な

い
と
い
う
問
題
は
残
さ
れ
た
ま
ま
。

編集後記／新宿区議会は 6月20日、航空機が都心上空を飛ぶ羽田新飛行ルートについて、
「新ルートの固定化回避を国に求める意見書」を全会一致で可決した。当該自治体議会
からの同様の意見書提出は、過去に品川・港・渋谷で実績があるが、これらに次ぐ動きで、
新宿区の意見書では「騒音や部品欠落事故などへの区民の不安が高まっている」としてい
る。22日から始まる参院選、11月に行われる新宿区長選を控えての決議とはいえ、利便
性一本やりで人口密集地域に着陸機を下す国の、世界と逆行する航空政策こそ、破廉恥そ
のものであって、一人ひとりの国会議員こそが、この問題に向き合うべきだと思う。（加藤）

沖縄復帰50年を問う
地域、自治体から 平和を創る

沖縄戦を考える練馬の集い2022
占領下沖縄の土地接収とともに「復帰 50 年」を考える
7月16日（土）18：00 ～　開場 17：30　練馬区役所多目的会議室（西武池袋線・都営大
江戸線練馬駅 7 分）　お話：鳥山淳（琉球大学島嶼地域科学研究所教授）　700円・オン
ライン500 円　オンライン参加の予約：15日21 時まで　予約サイト　https://forms.gle/
KxQbPwkZjEdQC2EP9　沖縄戦を考える練馬の集い実行委員会　090-8311-6678

ヘイトスピーチ・ヘイトクライムとはなにか
7月23日（土）14：00 ～ 16：00　武蔵野スイング 11 階レインボーサロン（JR 武蔵境駅北口）
お話：師岡康子（弁護士、東京弁護士会外国人の権利に関する委員会委員）　500円（障が
い者・高校生以下無料）　住民投票条例の制定をめざす武蔵野市民の会　0422-20-9031
https://mu-jyorei.jimdosite.com/　※ YOUTUBE によるライブ配信併用

フクシマを思うシリーズ31　原発事故と甲状腺被曝
８月２日（火）19：00 ～　武蔵野公会堂（JR・京王線吉祥寺駅公園口）　お話：海渡雄一
朗読：金子あい　ベース：須川崇志　ピアノ：石田幹雄　2000円　フクシマを思う実行委
員会　090-2474-7911　fkomou@gmail.com

立
川
市
議
選

新
人
・
あ
べ
み
さ
当
選

議
席
奪
回
を
果
た
す

立川市議会議員選挙
2022 年 6 月 19 日投票

阿部美砂　新　1564 票　23 位　当選

定数 28　立候補者 36　投票率 42.13％

千代田区の連合会館を会場に「平和・立憲・人権をつなぐ
全国自治体議員会議」が開催した平和集会。5月15日

●初めての挑
戦。不安もありました

が、たくさんの皆さんの声援と、先輩メンバーら
の支援の下、議席を獲得！　スタートラインに立
つことができました。遊説の中で、気づけば何度
も発していた、「政治を、未来を、市民自治を『諦
めない』」、私の決意に共感していただだいた方
が多かったように感じます。暮らしの中にある不
都合を改善したい、諦めたくない…そこに政治
の役割があるのだと思います。「大事なことは
地域で市民が決める」参加と自治の市民政治
を促進するために、いただいた議席をしっかり
使いこなす議員になります。　あべみさ

東京都に対し、苗の受け取りをしないよう要請書を提出する生活ク
ラブ生協のメンバーと当該局をつなぐ、岩永やす代（右）。5月23日


